
後発品の流通の円滑化のためには銘柄数が過剰な状態。後発品の流通の円滑化のために銘柄
数を少なくすることが必要。

統一名収載の範囲の拡大等の改善措置を講じて欲しい。

後発品の価格と価格帯に係る意見等

平成25年9月25日 日本医薬品卸売業連合会より

業界意見（卸連）

ジェネリックの品目、価格が多過ぎる状況にあるのではないか。ジェネリック医薬品はそれ
ぞれ同じ品質で保障されているというが、なぜここまで価格が広がっているのか。さらにい
えば、価格帯が広がっている状態がそのままでいいのか（H25.6.12）

先発医薬品に対し、品目、価格帯に非常に幅がある。10品目以上もある後発医薬品の価格帯
のばらつきは、もう少し絞ったらどうか（H25.7.31）

中医協委員からの意見

後発品が多すぎる、価格差が大きすぎる。（薬局）

名称がバラバラで名称の統一が必要。多くの後発品があり、選択基準比較表が作成されない
と後発品を信用できない。（病院医師）

金額が安くなると言っているが、実際にはそんなに変わらないと思う。薬の内容や効果が変
わらないはずなのに、なぜ価格にばらつきがあるのかが理解できない。（患者）
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